講演「FD特別勉強会」　高等教育における地球市民教育（GCED）および持続可能な開発のための教育（ESD）の課題と可能性について by 小林 亮 & Makoto Kobayashi



























































































































































































































は、非 常 に 重 要 なプロジェクトになります。
よく 略 語 で 使 われるのが「ASPnet」。これは








































































































































































































代 のロゴだったのですが、現 在 のユネスコス
クールのロゴマークはこれです。これは多義図























































プ」（GAP: Global Action Programme） という
ESD の後続プログラムが提唱されました。
　学生たちが GAP の文字の入った T シャツな
どを着ていることがよくあります。私は服飾の
ことには全く疎いので、GAP という服飾の会
社 があることを 知 りませんでした。それで、






これは学生たちに ESD と GAP という持続可











ムです。なお、2013年 から 始 まったユネスコ
の一つの価値教育として、「文化の和解のため
の 国 際10 年」（International Decade for the 
Rapprochement of Cultures）というプログラ
ムがあります。これは、「許しの問題」に触れ




















































































Learning）の 3 領 域 である、と 定 義 されなお
すに至りました。また、ユネスコ本部の英語の
ホームページを 見 ると、ユネスコスクールに
は、Navigators of Peace という名称が掲げられ






























そらく100人 に 1 人 もいないのではないかと 思
































　さらに、あとでまた 触 れますが、一 昨 年 の
2015年 9 月に、国連総会で「持続可能な開発目





























































一 つであることは 間 違 いありませんが、ESD
の 教 育 課 題 はそれだけではありません。ESD
は実は非常に学際的な取り組みで、「国際理解」

















れて、 有 名 になっています。 ある 意 味 では


























す。Quality Education for All というのがもと
の英語です。「全ての人に質の高い教育を与え













































状 況 がややユーモラスなタッチで 書 かれてい
て、ESD のことを 分 かりやすく 学 べるように
なっています。文部科学省も ESD の普及のた
めに工夫していることが分かります。文部科学




































































































































































































































































































































































































































































































































































































コクで 開 かれました。第 2 回 フォーラムは、
2015年の 1 月にパリのユネスコ本部で開催され















す。表題は「地球市民教育」 “Global citizenship 
education”、副題は「21世紀の諸課題に向け
て学習者を準備させていくために」 “Preparing 















































































































ユネスコが 認 定 したものは、「フラッグシック
プロジェクト」という認証をもらっています。
先ほど挙げた「欧州・アラブ対話プロジェク















































































































５ ．ESD と GCED の相補性と統合






















































































































































































































































































































































































を 超 えて 一 緒 にやっていくことのできる 力」
で、それは結果としては世界の中でいろいろな
形で生じている格差といったものを、むしろ解
消していく、ミニマムにしていくような方向性
に働くような「共生力」と言えるかと思いま
す。それを教育目的にしている「グローバル人
材」なので、言っている意味合いというか、目
的の方向性（ベクトル）が違うと思います。ユ
ネスコスクールは基本的にはそういう共生力を
育てていくための学校の場というふうに私は理
解しています。そんなに間違ってはいないと思
いますが、その際に、英語というコミュニケー
ション・ツールの問題は当然に出てきます。例
えば、国の枠、民族の枠を超えて海外のユネス
コスクールと交流する、特に日本の場合は、ア
ジア太平洋地域の韓国、中国やインドネシアな
どと交流しようとしたときに、一番便利でお互
いに共通にコミュニケーションを取れる手段は
というと、やはり「英語」が現実的です。それ
は競争に打ち勝つためではなくて、お互いに違
う文化や違う伝統、違う視点を理解し合うため
のツールとして、英語があったほうがお互いに
楽しいし、実り豊かな交流ができるからです。
例えば、韓国の金（キム）くんの言っているこ
とも分かるし、中国の張（チャン）さんの言っ
ていることも分かって楽しい、といった体験を
求める志向性です。ユネスコスクールは、そう
いう内発的な動機付けに基づいた英語学習が可
能になる、一つのチャンスを生み出しているの
ではないかという気がします。もちろんそこで
の体験が、国際競争力の一つの手段として、前
述の競争的な文脈に利用されるようになると、
72
て今日に至るまでの70年を越える歴史に加え、
漢やローマのお話まで、時空の旅をさせていた
だいたような、そういう思いがいたしました。
大変勉強になりました。本当にありがとうござ
いました。
　昨日、実はドイツから学生が来まして「創価
大学が実践している世界市民教育とはどういう
ものですか」と聞かれました。どういうふうに
答えたらいいものかと、苦し紛れにいろいろな
話をしたのですが、もし、今日のお話を先に聞
いていればもっといい 答 えができたのではな
かったかなと、そういう思いを抱きながら聞か
せていただきました。また、創価大学も、ユネ
スコスクールの支援のために、ぜひ参加させて
いただきたいと感じました。今日は本当にあり
がとうございました。
（拍手）
小林：
　貴重な機会を与えていただいてありがとうご
ざいました。そしてお三方の先生方、非常に興
味深いご質問をありがとうございました。
 ～終了～
のが、来られるようになったりします。あるい
は学校のクラスの中で孤立状態で、うまくいっ
ていなかったのが、それが機能しだすようにな
る。私の感覚だと、心の重石が取れたっていう
感じですね。そこから心理的な機能が活性化す
るようになったというような事例は、これまで
いくつか見聞きしてきました。だから、「許す」
ことが本人の心の力を回復するための有効な
きっかけになるということは間違いないと思い
ます。ただ、先生の今のご質問は恐らくそれで
はなくて、どうやったらその「許し」というも
のを促すことができるかという問ですよね。私
は、技法はまだ不勉強でまだよく分からないの
で、逆に先生が何かご承知でしたら教えていた
だきたいです。エンライトの「許し理論」に基
づいて言えば、許すことは、自分が損すること、
タダ取りではなくて、逆に、自分のコンピテン
スを一つ確証する、ある意味では自分の力、能
力、有能性の確認ですね。高次のメタの次元で、
相手に対する優位性を獲得する一つの手段なん
だということを、何らかの形でその生徒に納得
してもらう作業ですね。これができたら恐らく
変わるのではないでしょうか。いささか抽象的
な言い方で申し訳ありません。先生はいかがお
考えでしょうか。
望月：
　最後に、田中副学長より挨拶があります。
田中副学長：
　小林先生、本当に貴重なお話をありがとうご
ざいました。また、長時間にわたりご参加いた
だきました皆さま、本当にありがとうございま
した。
　今回の勉強会は、馬場学長の提案でぜひ小林
先生にお越しいただきご講演いただこうという
ことで開催させていただきました。私も小林先
生のお話をお伺いする中で、現代世界の日中韓
の問題や歴史の問題など、空間的に世界を巡る
ような思いをしたと同時に、1945年から始まっ
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